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著者 外山千鈴 他 

 

調査地域 東京都 

 

調査時期 1998～2007年 

 

調査対象 小学 1年生（6歳） 

 

有効回答数 1392人 

 

診断方法 自己申告（既往） 

 

有症率 3.4％ 

 

調査概要    都内小学校の食物アレルギーを縦断的に調査した論文。 

  学年が上がるにつれて申請率は増加し、原因食品は乳製品が減少し、果物、 

  魚類が増加した。年次変化では乳製品の減少と甲殻類、果物類、魚類の増加 

  があり抗原の多様化を認めた。 

 


